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AIによる経済への影響
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コンピューターが理解する世界
知覚 理解
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可能性





人の創造性を加速

推論 理解 相互 作用



誰もが活用可能

私たちはすべての人とすべての機関をエンパワーすること
に力を注いでいる... 差し迫った社会と経済の問題を解決す
るために.

–サティヤ Nadella, CEO, マイクロソフト



Classified as Microsoft Confidential

マイクロソフト と AI
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AI
プラットフォーム

ビジネス
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原則、方針および法律
Responsible AI
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信頼されるAIのために
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バイアスの導入、影響への理解

多様、且つ才能あるAI従事者の
確保

バイアスを検知、排除するための分
析技術の開発

人によるレビューとドメイン専門知
識 公平

公平性
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トレーニング データの評価

広範囲にわたる検証 (および常にユーザー
フィードバックを得るための仕組み)

継続的なパフォーマンス モニタリング

悪意ある攻撃を含む予期しない状況を想定
したデザイン

常に人が介在する仕組み

信頼性と安全性
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既存のプライバシーに関する法律 (例:改正個人情
報保護法)の適用

データ収集、使用、および管理に関する透明性を担
保することにより、データの選択を可能に

悪意ある利用からの保護を前提としたシステム

プライバシーおよびセキュリティーの為の
匿名化、非識別化技術の活用

プライバシーとセキュリティ

13



インクルーシブ
潜在的なバイアスによる意図しない排除
を防ぐインクルーシブデザイン

障がいを持つ人たちの可能性の最大化

信頼性の構築

IQだけでなく、EQ
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透明性

どのように判断されたかを理解可能に

包括的な情報の提供

潜在的なバイアス、エラー、そして意図し
ない結果への意識を高める
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責任

人が責任を負うシステム運用

システムのデザインにおける規範の継続的
な監視

内部監査と役割
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AI とこれからの仕事
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働き方の変革

オンデマンド経済

いつでも、どこでも

仕事の在り方、働き方の変化
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PAI Mission

ベストプラクティス

AIへの理解を促進

オープンプラットフォーム

社会的に有益なAI活用
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世界中の業界、非営利団体、学術機関から
50以上のパートナー組織



倫理的枠組みの検討
広範な展開そして継続的なイノベーションのために:

• マルチステークホルダー による対話

• 信頼できる人間中心の AI のための実用的な原則

• ベストプラクティスの共有

• 研究 & 開発投資

• データ の可用性

• スキル トレーニング



より確かなAIによる
エンパワーメント
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